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           編 集 後 記

 かねてお報 らせしました通 り,化 研報告 も次号か らは報丈欄を拡充し,

今まで批判の少 くなかつた講演会の要旨欄は縮少することにな りました。

詳 しv・投稿規定は近 くお とどけしますか ら,奮 つて御投稿されることを願

v・上げます。特に智様のお仕事 を中心とした総合的論説などは,こ の報告

集にますます精彩 を添えるものとして,心 から敏迎致します。
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